
設計段階での取組状況等の公表に関する産構審ガイドライン上の規定
（品目別廃棄物処理・リサイクルガイドライン 平成１３年７月１２日）

○自動車・オートバイ
３．リデュース・リユース・リサイクルへの設計・製造段階での配慮

資源有効利用促進法の指定省資源化製品及び指定再利用促進製品に位置

づけられたことを踏まえ、次の取組を促進する。
(3) リデュース・リユース・リサイクルに資する情報を競争上の地位を

害するおそれがある場合を除き提供する。
(4) 設計段階での取組状況及び効果を公表する方策について検討を行

い、平成１３年度以降定期的に公表する。

○パーソナルコンピュータ及びその周辺機器
１．リデュース・リユース・リサイクルへの設計・製造段階での配慮

資源有効利用促進法の指定省資源化製品及び指定再利用促進製品に位置
づけられたことを踏まえ、以下の取組を推進する。

(2) 製品アセスメントの実施状況の広報
設計・製造での取組状況及び効果を公表する方策について検討し、

平成１３年度以降毎年度公表する。

※家電製品、小形二次電池使用機器についても、同様の規定あり

○ぱちんこ遊技機等
１．リデュース、リユース、リサイクルへの設計・製造段階における配慮

資源有効利用促進法の指定省資源化製品及び指定再利用促進製品に位置

づけられたことを踏まえ、次の取組を推進する。
(2) 設計・製造での取組状況及び効果を公表する方策について検討す

る。

※電動アシスト自転車、金属製家具、複写機、ガス・石油機器、浴槽及び浴室ユニット・シ

ステムキッチン、携帯電話・ＰＨＳについても、同様の規定あり








